
２００６年１０月１１日 

北陸コンピュータ・サービス㈱ 

［PRESS RELEASE] 

 報道各社 各位 

 

流通企業向け情報サービスの新事業展開について 

 

～国内最大｢商品情報データベース｣の加工･販売事業、 

“ＨＩＴ-ＮＥＴ ＪＩＣＦＳ/ＩＦ-ＤＢ提供サービス”～ 

 

北陸三県を中心に地域流通ＶＡＮサービス※１（サービス名：ＨＩＴｰＮＥＴ）

を展開する北陸コンピュータ・サービス株式会社（富山市婦中町、取締役社長 岩

田次雄）では、財団法人流通システム開発センター（経済産業省の外郭団体）が

運営する国内最大の商品データベースであるＪＡＮコード登録商品データベー

ス（以下「ＪＩＣＦＳ／ＩＦ－ＤＢ」という。呼称：ジフクス／アイエフ・デー

ビー）事業に“ディストリビュータ”として参加することといたしました。 

※１
地域流通ＶＡＮ：企業間の受発注データ等を相互に交換するネットワークサービス 

ＪＩＣＦＳ／ＩＦ－ＤＢの“ディストリビュータ”は、同データベースの商品

情報を自由に編集・加工し、ユーザ先企業に販売、提供することができ、製配販

の流通３層に対して、情報物流機能や商品提案力など企業競争力の向上をサポー

トするとともに流通情報システム化におけるインフラ整備の一翼を担っていま

す。 

弊社では、“ディストリビュータ”への参加を機に、長年にわたって北陸三県

を中心に卸・小売業のユーザ企業（約 1,100 拠点）に対して、流通業務の改善に

取り組んできた実績を基盤とし、複雑多岐にわたる卸・小売業での商品管理や関

連システムとの連携などを迅速、正確かつ効率的にサポートし、新たな流通サー

ビス事業を幅広く展開いたします。 

 

１．「ＪＩＣＦＳ／ＩＦ－ＤＢ」の概要

（１）商品データベース 

ＪＩＣＦＳ／ＩＦ－ＤＢは、小売業のＰＯＳシステム、ＥＯＳ（電子受

注システム）の導入運用、卸小売間のＥＤＩ（企業間電子取引）などで必



要とされるＪＡＮコード※２をキーとした商品情報（商品名、内容量/規格、

ＰＯＳレシート名、商品分類コードなど）を収集整備し、流通情報システ

ム化のインフラとして誰もが低コストで迅速に正確な商品情報を得るこ

とを目的としています※３。 

※２ＪＡＮコード：国際的にはＥＡＮコード（European Article Number）と呼

称され、アメリカ、カナダにおけるＵＰＣ（Universal Product Code）との

互換性のある国際的な共通商品コードで、１００以上の国と地域で利用され

ています。 

※３全体スキームは、別添パンフレット参照。 

（２）対象商品情報 

ＪＩＣＦＳ／ＩＦ－ＤＢでは、各業界データベースとも連携※４した約

４３０万件の商品情報を管理し、特に小売業界で普及しているＰＯＳシス

テムによる単品管理の徹底や、充実した顧客管理、登録作業の重複回避、

発注ミス・納品ミスの防止、売れ筋分析などには欠くことのできないデー

タとなっており、製配販の流通３層およびマーケッテイング会社など、全

国の約６，５００社で利用されています。 

※４連携している各業界データベースは、ファイネット：酒類・加工食品、プ

ラネット：日用品・化粧品、ＪＤ－ＮＥＴ：家庭電器製品、セルフメディケ

ーションデータベース：家庭医薬品、ＤＩＹ－ＤＢ：ＤＩＹ用品（連携予定）。 

２．新事業内容

今回、地方事業者として初めて高い信頼性が要求される“ディストリビュー

タ” ※５に参加することとなったのを機に、新たな流通企業向けの付加価値サ

ービス事業を北陸三県中心に展開することといたしました。 

※５現在の“ディストリビュータ”は、首都圏に拠点を持つ、日本ユニシス

情報システム㈱、エーシー･ニールセン・コーポレーション㈱、㈱インテー

ジの３社。 

（１）サービス内容 

Ａ．『商品･販売管理システムのＪＩＣＦＳ／ＩＦ－ＤＢ連携サービス』 

卸・小売などの流通業界では、本部基幹システムや販売管理システム

で標準化されたＪＩＣＦＳ／ＩＦ－ＤＢとリアル連携で運用している先

は一部のみで、未だ多くの企業がバッチ処理となっています。 

弊社では、ＪＩＣＦＳ／ＩＦ－ＤＢの管理する商品情報をお取引先の

ニーズにあった商品情報として編集・加工し、お取引先の基幹システム



や販売管理システムとリアル連携するサービスを新たにご提供いたしま

す。 

Ｂ.『ＪＩＣＦＳ／ＩＦ－ＤＢ情報のＷＥＢ照会サービス』 

弊社独自の専用公開サーバを新たに立ち上げ、お取引先が日々自由に

最新の商品情報（商品コード、商品名、ＰＯＳ略称名、メーカー名、規

格等）をタイムリーに利用できるＷＥＢ照会サービスをご提供いたしま

す。 

具体的には、お取引先のパソコンからインターネットを通して弊社専

用サーバーへの「商品マスタの検索・照会」や「メーカーマスタの検索・

照会」によりＪＩＣＦＳ／ＩＦ－ＤＢ情報をタイムリーに商品情報を入

手することが可能となります。また、お取引先のご要望に応じて（全件

情報、ご指定情報、メーカー指定情報など）ＣＤ-ＲＯＭ、ＭＯなどの電

子媒体でのご提供も可能です。 

（２）サービス効果 

Ａ．発注・納品ミスの防止

ＪＩＣＦＳ／ＩＦ－ＤＢ情報とのリアル連携によりお取引先で大き

な負担となっている複雑多岐にわたる商品マスタへの登録作業を効率

的に行うことができ、重複登録の回避や発注・納品ミスの防止を図るこ

とができます。したがってメーカー･卸･小売間（製配販）の情報共有を

図ることにより、相互間で最適な商品情報管理を実現することができま

す。 

※なお、弊社のＨＩＴ-ＮＥＴサービスをご利用のお取引先には、商品マス

タの商品明細に商品名やメーカー名を自動付加することができ発注時のエ

ラーを最小限することが可能となります。 

Ｂ．顧客サービスの向上

卸・小売業での POSレシート作成、棚札・棚割り作成、ＰＯＰ作成

などを正確、迅速に行うことができるほか、タイムリーに新商品・非

取り扱い商品の情報検索ができ、又、売れ筋情報の分析が可能となる

ところからお取引先へのサービス向上を一層図ることができます。 

Ｃ．複数業界商品管理の一元化

また、業界をまたがる商品を取扱う卸・小売業の場合、業界毎のデー

タベースから個別に情報を入手する必要はなく、各業界が管理する商品

情報を一元的に入手、利用することが可能となる。 

３．サービス開始日



    平成１８年１０月 

４．本サービス利用先拡大目標

  今後５年間で北陸三県の卸・小売企業を中心に約５００拠点への拡大を目標

に展開します。 

 

 なお、“ＨＩＴ-ＮＥＴ ＪＩＣＦＳ/ＩＦ-ＤＢ提供サービス”は、１１月８日（水）

開催予定（会場：とやま自遊館）の第３回ＨＣＳソリューションフェアでくわしくご紹

介いたします。 

以上 

 

 
 お問い合わせ先 

北陸コンピュータ・サービス 株式会社  

 企 画 部（清水）  ℡４９５－９８４０（直通） 

 アウトソーシング本部流通サービス部（五嶋） ℡４９５－９８２５（直通） 


